
　
上
田
市
な
ど
が
募
集
し
た
平
成
23
年
税
に

関
す
る
中
学
生
の
標
語
入
選
作
品
と
全
国
間

税
会
総
連
合
会
が
募
集
し
た
税
の
標
語
入
選

作
品
及
び
上
田
税
務
署
な
ど
が
募
集
し
た
税

に
関
す
る
作
文
で
各
賞
を
受
賞
し
た
真
田
中

生
徒
・
菅
平
中
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
入
選
作
品

上
田
市
長
賞

生
か
そ
う
よ
　
あ
な
た
の
税
金
　
み
ん
な
の
た
め
に

　
真
田
中
　
鈴
木
　
健
太
さ
ん

税
金
で
　
つ
く
る
未
来
の
　
夢
と
街

　
真
田
中
　
三
井
　
　
健
さ
ん

税
金
を
　
納
め
て
笑
顔
が
　
増
え
て
い
く

　
菅
平
中
　
小
島
　
裕
介
さ
ん

税
金
を
　
納
め
て
作
る
　
み
ん
な
の
社
会

　
菅
平
中
　
下
条
　
千
史
さ
ん

上
田
税
務
署
長
賞

税
金
で
　
未
来
の
子
ど
も
に
　
つ
な
げ
よ
う

　
菅
平
中
　
大
平
恵
里
佳
さ
ん

見
つ
め
よ
う
　
暮
ら
し
を
守
る
　
税
の
こ
と

　
真
田
中
　
小
宮
山
広
望
さ
ん

上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

支
え
合
う
　
皆
で
納
め
て
　
町
づ
く
り

　
真
田
中
　
堀
内
　
拓
真
さ
ん

税
金
で
　
明
る
い
未
来
　
で
き
る
は
ず

　
菅
平
中
　
津
村
　
千
秋
さ
ん

全
国
間
税
会
総
連
合
会
募
集
の
税
の
標
語
入
選
作
品

消
費
税
　
皆
で
納
税
　
明
る
い
社
会

　
真
田
中
　
油
井
　
大
地
さ
ん

税
に
関
す
る
作
文
受
賞
者

上
田
税
務
署
長
賞

　
　
真
田
中
　
宮
島
　
理
沙
さ
ん

長
野
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
　
真
田
中
　
花
見
　
侑
理
菜
さ
ん

上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
真
田
中
　
堀
内
　
拓
真
さ
ん

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語

入
選
作
と
作
文
の
受
賞
者
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地域自治センターだより
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　　　有線2015　TEL0268-72-2200（代表）   FAX0268-72-4140

S A N A D A

上田市はISO14001を導入し環境配慮活動を推進しています。　カーテンや太陽光を利用して、ウォームビズ、動きやすくて暖かい服を着て省エネしましょう。

さなだ

 1月 28日 さなだみんなの生活展
   （真田地域消費生活展）
  29日 幸村街道会の豆まき
   【わがまち魅力アップ応援事業】

 2月 8日 戸沢地区馬引き
  18日 シリーズ文化講演会（真田中央公民館）
  26日 真田地域小学生ドッジボール大会
   （さなだスポーツクラブ）
  25日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （ジャンプ競技）
  26日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （クロスカントリー総合スプリント競技）
   （真田地域教育事務所）
 3月 4日 分館対抗卓球大会（真田中央公民館）
  4日 2012菅平高原スノーボールバトル＆戦国雪合戦
   【新生上田市５周年記念事業・わがまち魅力アップ応援事業】

  11日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （一般大回転競技）

●環境・食生活・健康などについて研究・
　学習した内容のパネル展示
●省エネ講座、環境クイズ、体験ゲーム
●フリーマーケット
●ステージ発表
●ポップコーン・コーヒー無料配布
●来場者に悪質商法防止啓発用商品
　プレゼント
●アンケート回答者への景品　等々

　園庭が真っ白に雪で覆われた12月１日、すがだいら保育園で
「もちつき」が行われました。集まった園児たちの声援を受けな
がら、4・5歳児が一人ずつ交代で重い杵を持ち上げて臼の中を
良く見て振り下ろします。ついたおもちで園内へ飾る大きな鏡もち
を作り、給食の時間にみんなで出来たてのおもちを楽しみました。

真田地域の

イベント＆

スポーツ
大会等

第28回 さなだみんなの生活展の開催

みんなでもちつき

「スノーボールバトル」は競技としての雪
合戦を、「戦国雪合戦」は思い思いの装
束などで仮装して雪合戦を楽しみます。
開催日▶2012年３月４日（日）
会　場▶菅平高原国際リゾートセンター前
　　　　グラウンド特設会場
詳しくはHPをご覧ください。
http://sugadaira.info/yukigasen07/

新生上田市５周年記念事業　長野県雪合戦協会公認

2012菅平高原スノーボールバトル＆
戦国雪合戦開催

※いずれもICチップの保証料1,000円が必要です。
 （ICチップ回収機で返金します。）
※毎月第３日曜日（2/19・3/18）はスキー子供の日として 
　小学生以下リフト料金無料！
情報は、http://sugadaira.com/event.html

雄大な菅平スキー場へ
お得な市民優待券を
御用意しています。
（免許証など上田市民の証明に
 なる物をお持ちください。）

だ よ り公民館

シリーズ 文化講演会
真田会場 

第53回 真田総合文化祭
     新生上田市５周年記念 寄席落語

真田運動公園ランニングコース
改修工事が完了

個人市県民税等の申告受付について

　３回シリーズで開催する講演会の今回のテーマは
「絆」です。第１回目の講演会は、真田町文化協会
の皆さんが中心となり真田会場で開催します。
　
開催日時：２月18日（土）
　　　　　午後1時30分～午後3時15分（開場午後１時）
場　所：真田中央公民館ホール
講　師：増岡　弘氏（声優・俳優）
テーマ：「“自然派”陽だまり人生のススメ」

問 市民生活課　有線2046　℡72-0154

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655 問 市民生活課　有線2041　℡72-0154

テーマ／こどもたちと　のこそう　ふるさと　真田の自然

〔開催日時〕1月28日㈯ 　午前10時～午後2時30分
〔場　　所〕真田中央公民館 

入場無料
定員400名

一日券通常  上田市民
大人（高校生以上）
 4,300円 → 3,300円
中学生
 3,300円 → 2,000円
小人（小学生以下）
 2,500円 → 2,000円
３歳以下のお子様は無料
シーズン券通常  上田市民
 60,000円 → 30,000円
シーズン券ハーフ割（2/1～）
 30,000円 → 15,000円

問 菅平高原観光協会　℡74-2003問 菅平高原観光協会　℡74-2003 写真は昨年の様子

12月10日オープンイベントの裏太郎ゲレンデ

マイバッグ・マイカップを
御持参ください。

入場
無料

　平成24年度個人市県民税等の申告受付を次の会場で行い
ます。詳細は２月１日配布の手引・日程表をご覧ください。
●２月16日㈭　JA菅平店 ●２月17日㈮　JA長店
●２月20日㈪　JA傍陽店 ●２月21日㈫　JA傍陽店
●２月22日～３月15日までの平日　真田地域自治センター
（自治会の指定日はありません。期間中のどの会場でも申告できます。）

　ランニングコース改修工事中は、ご不便とご迷惑をお
掛けいたしましたが、この度、工事が完了し、体にやさ
しい弾力性のあるコースに生まれ変わりました。この機
会に、運動不足の解消にウォーキングをはじめません
か。皆様の御利用をお待ちしております。

国民的アニメ「サザエさん」のマスオさん役や
「それいけ！アンパンマン」のジャムおじさん役で
おなじみの増岡弘氏を迎えて

　11月３日から11月６日まで、真田
町文化協会（佐藤和雄会長）主催の
真田総合文化祭が開催されました。
　展示発表会場の真田体育館に
は、木彫、絵画、書道、陶芸、写
真、生け花、押し花、盆栽、木版
画などの作品が会場いっぱいに展
示され、真田中央公民館では菊の
展示と日曜日には裏千家茶道教室
の敬和会の皆さんによる茶席が設
けられ、訪れた人が楽しみました。
　５日には新生上田市5周年記念

として三笑亭夢之助さんらによる寄席落語が行われ、開場前から
集まった大勢の皆さんは、俗曲師による唄と踊りと、落語家によ
る話芸の伝統芸能を堪能しました。
　真田中央公民館大ホール
で６日に行われた舞台発表
祭では、器楽部門の演奏、
大正琴や声楽部門では合
唱、合奏、そのほか舞踊、
吟詠など日ごろの練習の成
果が披露され、たくさんの
拍手が会場に響きました。

【わがまち魅力アップ応援事業】
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カメラニュース

カメラニュースでは、地域の
中の様々な出来事や話題を
お届けします。

●すばらしい風景、珍しい動植物などの話題がありましたら、デジタル写真と共に地域振興課までお送りください。（紙面の都合で掲載できない場合もありますが、ご了承下さい。）

消防団の
拠点施設が完成

真
田
地
域
協
議
会
だ
よ
り

お聴きすることが支援になることを祈り

手づくりカレンダー

まつり応援隊ウォーキング

　北朝鮮に拉致された横田
めぐみさんの御両親、横田
滋さんと早紀江さんのお話
を聴く会が11月13日に、長
小学校の体育館で開かれま
した。滋さんは拉致問題に
対するこれまでの政府の取

り組みや最近の状況を説明し、早紀江さんが語るこれまで
の思いは、子を思う親の気持ちがひしひしと伝わり、集ま
った約700人の皆さんが真剣に聴き入りました。

大好評の野沢菜
　「さなだの郷野沢菜まつり2011」が11月26日、27日に行わ
れ、収穫体験会場の竹室活性化組合、下郷沢活性化組合の両
会場を大勢の皆さんが訪れ、秋晴れの中、数日前からの適度
な霜により、やわらかく質の良いものに成長した野沢菜をたく
さん収穫していました。直売会場の新鮮市真田では、採れたて
の野沢菜が並べられ、何束も買い求める姿が見られました。

　身近で本物の音楽に触れて欲しい、一人でも多くの子ども
たちに美しい音楽を聴いて欲しいと、真田音楽同好会が主催
した「ル ポワッソン演奏会～チェロと箏の響き～」が11月20
日に真田中央公民館大ホールで行われ、一流演奏家のチェロ
と箏、和洋の伝統楽器の競演によるクラシックや邦楽の名曲
を満員の皆さんが心ゆくまで楽しみました。

　さなだスポーツクラブ主催で恒例のスポーツフェスティ
バルが11月27日に開催されました。クラブの活動に積極
的に参加した個人などに初めてスポーツクラブ大賞として
表彰が行われ、会場から大きな拍手が送られました。ス
テージでの太極拳、ヒップホップダンス各教室の発表後、
参加者全員でエアロビクスを体験し体を温めて、チーム対
抗のスポーツ大会を楽しみました。

　そえひ保育園といずみ幼稚園からそれぞれ手づくりカレン
ダーを自治センターや図書館などに届けていただきました。
そえひ保育園のカレンダーは折り紙などで色彩豊かに季節が
描かれ、いずみ幼稚園のカレンダーは表情豊かな版画で飾ら
れています。各施設で大切に使わせていただきます。

　11月3日に行われた第28回砥石・米山城まつりに真
田地域から初めて「まつり応援隊」が参加しました。
真田スポーツクラブの少年野球チームの子供たちを中
心とした隊列は、長谷寺を出発し、山家神社、信綱寺
を巡るウォーキングを楽
しみ、陽泰寺で甲冑など
の装束を整え、まつり会
場に入場しました。会場
では来場者の皆さんとの
綱引きを行ってまつりを
盛り上げました。

子どもたちに美しい音楽を

スポーツに親しむ一日

平
成
23
年
度
第
８
回
・
第
９
回
協
議
会
か
ら

　
11
月
15
日
と
12
月
14
日
に
第
８
回
、

第
９
回
の
真
田
地
域
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
11
月
の
協
議
会
で
は
、
前

回
、
策
定
委
員
会
か
ら
説
明
が
あ
っ
た

真
田
地
域
の
観
光
と
農
業
の
各
戦
略
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
続
い

て
平
成
23
年
度
の
課
題
・
目
標
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
各
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
協
議
会
意
見
書
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
各
分
科
会
が
こ
れ
ま
で
の
協
議
内

容
を
ま
と
め
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分

科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
案
、
第
３
分

科
会
が
協
議
報
告
書
案
を
提
出
、
各
分

科
会
長
が
説
明
し
、
協
議
し
ま
し
た
。

結
果
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分
科
会
は

意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
、

協
議
報
告
書
案
が
提
出
さ
れ
た
第
３
分

科
会
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
と
し
て
提

言
す
べ
き
と
の
意
見
に
よ
り
分
科
会
で

再
度
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
12
月
の
協
議
会
で
は
、
地
域
振
興
事

業
基
金
活
用
事
業
に
つ
い
て
関
係
各
課

長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
24
年
度
基
金
活

用
計
画
を
了
承
し
ま
し
た
。
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分
科

会
の
各
意
見
書
最
終
案
の
検
討
と
第
３

分
科
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
の

協
議
を
行
い
、
市
長
に
対
し
真
田
地
域

協
議
会
か
ら
次
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
ら
ず
、
幾
つ
か
の
地
域
が
共
通
し
て

抱
え
る
問
題
等
に
対
し
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
自
治
会
連
合
会
単
位
な
ど
の
広

い
範
囲
で
地
域
課
題
を
議
論
す
る
場
を

設
け
る
こ
と
を
検
討
し
、
ま
た
、
各
種

団
体
と
の
連
携
を
図
る
上
か
ら
、
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
の
場
も
設
け
る
。

⑶
地
域
で
自
由
裁
量
が
可
能
な
予
算
の

確
保

　
現
在
、
市
で
は
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
で

地
域
の
自
主
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
地
域
づ
く
り
を

さ
ら
に
議
論
し
実
行
に
移
す
た
め
に
、

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
が
自
由
裁
量
で
き

る
予
算
枠
の
確
保
が
望
ま
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
検
討

す
る
。

⑷
継
続
性
の
担
保

　
議
論
や
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
た

め
、
自
治
会
委
員
の
複
数
年
化
の
検
討

や
、
必
要
に
応
じ
て
実
行
組
織
を
設
け

る
、
又
は
、
既
存
の
団
体
を
活
用
す
る

な
ど
、
地
域
お
こ
し
に
果
敢
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

真
田
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て

　
真
田
地
域
協
議
会
で
は
、
第
一
次
上

田
市
総
合
計
画
に
お
け
る
真
田
地
域
ま

ち
づ
く
り
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
」
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
真
田
地
域
の
路
線
バ
ス
は
全
線
が
赤

字
路
線
で
、
上
田
市
で
は
バ
ス
事
業
者

へ
の
補
助
や
、
バ
ス
路
線
の
空
白
地
域

解
消
の
た
め
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
の
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
的
な

乗
車
率
の
減
少
が
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
、
将
来
的
に
バ
ス
運
行
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
で
は
、
平
成
22
年
12
月

に
真
田
地
域
全
戸
を
対
象
と
し
た
「
路

線
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
建
設
課
と
共

同
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
検
討
す
る

と
と
も
に
公
共
交
通
網
の
維
持
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
に
向
け
「
真
田
地
域
公
共
交

通
利
用
促
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

地
域
を
挙
げ
て
の
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
路
線
バ

ス
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、以
下
の
と
お
り
提
言
い
た
し
ま
す
。

⑴
利
便
性
に
配
慮
し
地
域
住
民
の
バ
ス

利
用
を
促
進

　
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
運
行

時
間
や
バ
ス
停
に
つ
い
て
特
に
交
通
弱

者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
時
間
・
場

所
に
す
る
よ
う
バ
ス
会
社
と
協
議
す
る

と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
て
は
利
便
性

を
伝
え
、
乗
っ
て
み
よ
う
と
言
う
気
持

ち
が
起
き
る
よ
う
積
極
的
な
働
き
か
け

を
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
乗
車
率
の
向
上
策
と
し
て
、

需
要
調
査
に
よ
り
利
用
が
見
込
め
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
自
転
車
通
学
生
徒
が
帰

宅
時
に
バ
ス
利
用
で
き
る
よ
う
に
自
転

車
持
ち
込
み
可
能
な
形
態
の
車
両
の
導

入
検
討
と
、
遅
い
時
間
帯
の
バ
ス
運
行

を
提
案
す
る
。

⑵
観
光
客
の
バ
ス
利
用
を
促
進

　
菅
平
高
原
線
を
以
前
の
よ
う
に
観
光

客
の
乗
車
で
黒
字
路
線
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
路
線
を

バ
ス
会
社
と
協
議
す
る
と
共
に
、
観
光

客
受
け
入
れ
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

「
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
」
と
案
内
看
板
・

史
跡
説
明
看
板
を
充
実
す
る
こ
と
。

　
具
体
的
に
は
、
朝
・
夕
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
を
除
き
、
菅
平
高
原
線
を
真

田
氏
の
史
跡
を
巡
る
ル
ー
ト
に
迂
回
し

移
動
の
利
便
性
を
図
る
と
共
に
、
「
バ

ス
で
巡
る
真
田
の
郷
史
跡
」
を
全
国
発

信
す
る
事
を
提
案
す
る
。

　
ま
た
、
お
客
様
の
真
田
氏
に
関
す
る

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
、
史
跡
の

歴
史
案
内
板
設
置
と
カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト

や
「
バ
ス
で
巡
る
真
田
氏
史
跡
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

夢
工
房
に
は
　
日
本
一
の
真
田
氏
関
連

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
や
常
設
食
事
処
を
開

設
し
、
観
光
の
三
大
要
素
「
観
光
地
を

観
る
」「
お
土
産
を
買
う
」「
ご
当
地

の
食
事
を
食
べ
る
」
を
充
実
し
、
観
光

拠
点
施
設
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
第
３
分
科
会
の
『
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
「
真
田
地
域
の

防
災
に
つ
い
て
」』
は
、
次
号
に
掲
載

し
ま
す
。

創
意
と
工
夫
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
継
続
発
展
に

向
け
て
」

　
真
田
地
域
で
は
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
住
み
や
す
く
潤
い
の
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
地

域
づ
く
り
委
員
会
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
ら
し
さ
を
活
か
し
た
分
権
型
の

住
民
自
治
の
実
現
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
る
な
か
、
新
生
上
田
市
に
お
い
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
委
員

会
」
を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
真
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
一

つ
で
あ
る
「
創
意
と
工
夫
の
地
域
づ
く

り
の
推
進
」
を
図
る
た
め
以
下
の
と
お

り
提
言
い
た
し
ま
す
。

⑴
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
目
的
・
役
割

を
見
直
す

　
事
業
要
望
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
自

治
会
内
で
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
す
る

こ
と
と
し
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
目

的
・
役
割
を
、
行
政
情
報
の
伝
達
と
地

域
課
題
の
協
議
に
変
え
る
。
こ
の
た
め

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
要
領
」
を
、
行

政
情
報
の
伝
達
、
地
域
要
望
、
提
案
型

意
見
な
ど
に
区
分
・
整
理
し
、
委
員
会

で
取
り
扱
う
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

⑵
委
員
会
の
場
の
設
定
を
検
討

　
自
治
会
単
位
で
の
委
員
会
開
催
の
み

真
田
地
域
協
議
会
意
見
書

　
上
田
市
消
防
団
菅
平
分
団
の
拠
点

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

真
田
地
域
に
は
消
防
団
専
用
の
分
団

詰
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
災
害
時
や
分

団
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。今
後
は
順
次
、傍
陽
、長
、本
原
の

各
分
団
も
整
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。
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カメラニュース

カメラニュースでは、地域の
中の様々な出来事や話題を
お届けします。

●すばらしい風景、珍しい動植物などの話題がありましたら、デジタル写真と共に地域振興課までお送りください。（紙面の都合で掲載できない場合もありますが、ご了承下さい。）

消防団の
拠点施設が完成

真
田
地
域
協
議
会
だ
よ
り

お聴きすることが支援になることを祈り

手づくりカレンダー

まつり応援隊ウォーキング

　北朝鮮に拉致された横田
めぐみさんの御両親、横田
滋さんと早紀江さんのお話
を聴く会が11月13日に、長
小学校の体育館で開かれま
した。滋さんは拉致問題に
対するこれまでの政府の取

り組みや最近の状況を説明し、早紀江さんが語るこれまで
の思いは、子を思う親の気持ちがひしひしと伝わり、集ま
った約700人の皆さんが真剣に聴き入りました。

大好評の野沢菜
　「さなだの郷野沢菜まつり2011」が11月26日、27日に行わ
れ、収穫体験会場の竹室活性化組合、下郷沢活性化組合の両
会場を大勢の皆さんが訪れ、秋晴れの中、数日前からの適度
な霜により、やわらかく質の良いものに成長した野沢菜をたく
さん収穫していました。直売会場の新鮮市真田では、採れたて
の野沢菜が並べられ、何束も買い求める姿が見られました。

　身近で本物の音楽に触れて欲しい、一人でも多くの子ども
たちに美しい音楽を聴いて欲しいと、真田音楽同好会が主催
した「ル ポワッソン演奏会～チェロと箏の響き～」が11月20
日に真田中央公民館大ホールで行われ、一流演奏家のチェロ
と箏、和洋の伝統楽器の競演によるクラシックや邦楽の名曲
を満員の皆さんが心ゆくまで楽しみました。

　さなだスポーツクラブ主催で恒例のスポーツフェスティ
バルが11月27日に開催されました。クラブの活動に積極
的に参加した個人などに初めてスポーツクラブ大賞として
表彰が行われ、会場から大きな拍手が送られました。ス
テージでの太極拳、ヒップホップダンス各教室の発表後、
参加者全員でエアロビクスを体験し体を温めて、チーム対
抗のスポーツ大会を楽しみました。

　そえひ保育園といずみ幼稚園からそれぞれ手づくりカレン
ダーを自治センターや図書館などに届けていただきました。
そえひ保育園のカレンダーは折り紙などで色彩豊かに季節が
描かれ、いずみ幼稚園のカレンダーは表情豊かな版画で飾ら
れています。各施設で大切に使わせていただきます。

　11月3日に行われた第28回砥石・米山城まつりに真
田地域から初めて「まつり応援隊」が参加しました。
真田スポーツクラブの少年野球チームの子供たちを中
心とした隊列は、長谷寺を出発し、山家神社、信綱寺
を巡るウォーキングを楽
しみ、陽泰寺で甲冑など
の装束を整え、まつり会
場に入場しました。会場
では来場者の皆さんとの
綱引きを行ってまつりを
盛り上げました。

子どもたちに美しい音楽を

スポーツに親しむ一日

平
成
23
年
度
第
８
回
・
第
９
回
協
議
会
か
ら

　
11
月
15
日
と
12
月
14
日
に
第
８
回
、

第
９
回
の
真
田
地
域
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
11
月
の
協
議
会
で
は
、
前

回
、
策
定
委
員
会
か
ら
説
明
が
あ
っ
た

真
田
地
域
の
観
光
と
農
業
の
各
戦
略
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
続
い

て
平
成
23
年
度
の
課
題
・
目
標
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
各
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
協
議
会
意
見
書
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
各
分
科
会
が
こ
れ
ま
で
の
協
議
内

容
を
ま
と
め
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分

科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
案
、
第
３
分

科
会
が
協
議
報
告
書
案
を
提
出
、
各
分

科
会
長
が
説
明
し
、
協
議
し
ま
し
た
。

結
果
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分
科
会
は

意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
、

協
議
報
告
書
案
が
提
出
さ
れ
た
第
３
分

科
会
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
と
し
て
提

言
す
べ
き
と
の
意
見
に
よ
り
分
科
会
で

再
度
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
12
月
の
協
議
会
で
は
、
地
域
振
興
事

業
基
金
活
用
事
業
に
つ
い
て
関
係
各
課

長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
24
年
度
基
金
活

用
計
画
を
了
承
し
ま
し
た
。
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
第
１
分
科
会
、
第
２
分
科

会
の
各
意
見
書
最
終
案
の
検
討
と
第
３

分
科
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
の

協
議
を
行
い
、
市
長
に
対
し
真
田
地
域

協
議
会
か
ら
次
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
ら
ず
、
幾
つ
か
の
地
域
が
共
通
し
て

抱
え
る
問
題
等
に
対
し
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
自
治
会
連
合
会
単
位
な
ど
の
広

い
範
囲
で
地
域
課
題
を
議
論
す
る
場
を

設
け
る
こ
と
を
検
討
し
、
ま
た
、
各
種

団
体
と
の
連
携
を
図
る
上
か
ら
、
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
の
場
も
設
け
る
。

⑶
地
域
で
自
由
裁
量
が
可
能
な
予
算
の

確
保

　
現
在
、
市
で
は
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
で

地
域
の
自
主
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
地
域
づ
く
り
を

さ
ら
に
議
論
し
実
行
に
移
す
た
め
に
、

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
が
自
由
裁
量
で
き

る
予
算
枠
の
確
保
が
望
ま
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
検
討

す
る
。

⑷
継
続
性
の
担
保

　
議
論
や
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
た

め
、
自
治
会
委
員
の
複
数
年
化
の
検
討

や
、
必
要
に
応
じ
て
実
行
組
織
を
設
け

る
、
又
は
、
既
存
の
団
体
を
活
用
す
る

な
ど
、
地
域
お
こ
し
に
果
敢
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

真
田
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て

　
真
田
地
域
協
議
会
で
は
、
第
一
次
上

田
市
総
合
計
画
に
お
け
る
真
田
地
域
ま

ち
づ
く
り
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
」
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
真
田
地
域
の
路
線
バ
ス
は
全
線
が
赤

字
路
線
で
、
上
田
市
で
は
バ
ス
事
業
者

へ
の
補
助
や
、
バ
ス
路
線
の
空
白
地
域

解
消
の
た
め
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
の
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
的
な

乗
車
率
の
減
少
が
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
、
将
来
的
に
バ
ス
運
行
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
で
は
、
平
成
22
年
12
月

に
真
田
地
域
全
戸
を
対
象
と
し
た
「
路

線
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
建
設
課
と
共

同
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
検
討
す
る

と
と
も
に
公
共
交
通
網
の
維
持
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
に
向
け
「
真
田
地
域
公
共
交

通
利
用
促
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

地
域
を
挙
げ
て
の
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
路
線
バ

ス
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、以
下
の
と
お
り
提
言
い
た
し
ま
す
。

⑴
利
便
性
に
配
慮
し
地
域
住
民
の
バ
ス

利
用
を
促
進

　
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
運
行

時
間
や
バ
ス
停
に
つ
い
て
特
に
交
通
弱

者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
時
間
・
場

所
に
す
る
よ
う
バ
ス
会
社
と
協
議
す
る

と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
て
は
利
便
性

を
伝
え
、
乗
っ
て
み
よ
う
と
言
う
気
持

ち
が
起
き
る
よ
う
積
極
的
な
働
き
か
け

を
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
乗
車
率
の
向
上
策
と
し
て
、

需
要
調
査
に
よ
り
利
用
が
見
込
め
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
自
転
車
通
学
生
徒
が
帰

宅
時
に
バ
ス
利
用
で
き
る
よ
う
に
自
転

車
持
ち
込
み
可
能
な
形
態
の
車
両
の
導

入
検
討
と
、
遅
い
時
間
帯
の
バ
ス
運
行

を
提
案
す
る
。

⑵
観
光
客
の
バ
ス
利
用
を
促
進

　
菅
平
高
原
線
を
以
前
の
よ
う
に
観
光

客
の
乗
車
で
黒
字
路
線
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
路
線
を

バ
ス
会
社
と
協
議
す
る
と
共
に
、
観
光

客
受
け
入
れ
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

「
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
」
と
案
内
看
板
・

史
跡
説
明
看
板
を
充
実
す
る
こ
と
。

　
具
体
的
に
は
、
朝
・
夕
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
を
除
き
、
菅
平
高
原
線
を
真

田
氏
の
史
跡
を
巡
る
ル
ー
ト
に
迂
回
し

移
動
の
利
便
性
を
図
る
と
共
に
、
「
バ

ス
で
巡
る
真
田
の
郷
史
跡
」
を
全
国
発

信
す
る
事
を
提
案
す
る
。

　
ま
た
、
お
客
様
の
真
田
氏
に
関
す
る

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
、
史
跡
の

歴
史
案
内
板
設
置
と
カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト

や
「
バ
ス
で
巡
る
真
田
氏
史
跡
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

夢
工
房
に
は
　
日
本
一
の
真
田
氏
関
連

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
や
常
設
食
事
処
を
開

設
し
、
観
光
の
三
大
要
素
「
観
光
地
を

観
る
」「
お
土
産
を
買
う
」「
ご
当
地

の
食
事
を
食
べ
る
」
を
充
実
し
、
観
光

拠
点
施
設
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
第
３
分
科
会
の
『
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
「
真
田
地
域
の

防
災
に
つ
い
て
」』
は
、
次
号
に
掲
載

し
ま
す
。

創
意
と
工
夫
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
継
続
発
展
に

向
け
て
」

　
真
田
地
域
で
は
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
住
み
や
す
く
潤
い
の
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
地

域
づ
く
り
委
員
会
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
ら
し
さ
を
活
か
し
た
分
権
型
の

住
民
自
治
の
実
現
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
る
な
か
、
新
生
上
田
市
に
お
い
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
委
員

会
」
を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
真
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
一

つ
で
あ
る
「
創
意
と
工
夫
の
地
域
づ
く

り
の
推
進
」
を
図
る
た
め
以
下
の
と
お

り
提
言
い
た
し
ま
す
。

⑴
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
目
的
・
役
割

を
見
直
す

　
事
業
要
望
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
自

治
会
内
で
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
す
る

こ
と
と
し
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
目

的
・
役
割
を
、
行
政
情
報
の
伝
達
と
地

域
課
題
の
協
議
に
変
え
る
。
こ
の
た
め

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
要
領
」
を
、
行

政
情
報
の
伝
達
、
地
域
要
望
、
提
案
型

意
見
な
ど
に
区
分
・
整
理
し
、
委
員
会

で
取
り
扱
う
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

⑵
委
員
会
の
場
の
設
定
を
検
討

　
自
治
会
単
位
で
の
委
員
会
開
催
の
み

真
田
地
域
協
議
会
意
見
書

　
上
田
市
消
防
団
菅
平
分
団
の
拠
点

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

真
田
地
域
に
は
消
防
団
専
用
の
分
団

詰
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
災
害
時
や
分

団
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。今
後
は
順
次
、傍
陽
、長
、本
原
の

各
分
団
も
整
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。



　
上
田
市
な
ど
が
募
集
し
た
平
成
23
年
税
に

関
す
る
中
学
生
の
標
語
入
選
作
品
と
全
国
間

税
会
総
連
合
会
が
募
集
し
た
税
の
標
語
入
選

作
品
及
び
上
田
税
務
署
な
ど
が
募
集
し
た
税

に
関
す
る
作
文
で
各
賞
を
受
賞
し
た
真
田
中

生
徒
・
菅
平
中
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
入
選
作
品

上
田
市
長
賞

生
か
そ
う
よ
　
あ
な
た
の
税
金
　
み
ん
な
の
た
め
に

　
真
田
中
　
鈴
木
　
健
太
さ
ん

税
金
で
　
つ
く
る
未
来
の
　
夢
と
街

　
真
田
中
　
三
井
　
　
健
さ
ん

税
金
を
　
納
め
て
笑
顔
が
　
増
え
て
い
く

　
菅
平
中
　
小
島
　
裕
介
さ
ん

税
金
を
　
納
め
て
作
る
　
み
ん
な
の
社
会

　
菅
平
中
　
下
条
　
千
史
さ
ん

上
田
税
務
署
長
賞

税
金
で
　
未
来
の
子
ど
も
に
　
つ
な
げ
よ
う

　
菅
平
中
　
大
平
恵
里
佳
さ
ん

見
つ
め
よ
う
　
暮
ら
し
を
守
る
　
税
の
こ
と

　
真
田
中
　
小
宮
山
広
望
さ
ん

上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

支
え
合
う
　
皆
で
納
め
て
　
町
づ
く
り

　
真
田
中
　
堀
内
　
拓
真
さ
ん

税
金
で
　
明
る
い
未
来
　
で
き
る
は
ず

　
菅
平
中
　
津
村
　
千
秋
さ
ん

全
国
間
税
会
総
連
合
会
募
集
の
税
の
標
語
入
選
作
品

消
費
税
　
皆
で
納
税
　
明
る
い
社
会

　
真
田
中
　
油
井
　
大
地
さ
ん

税
に
関
す
る
作
文
受
賞
者

上
田
税
務
署
長
賞

　
　
真
田
中
　
宮
島
　
理
沙
さ
ん

長
野
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
　
真
田
中
　
花
見
　
侑
理
菜
さ
ん

上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
真
田
中
　
堀
内
　
拓
真
さ
ん

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語

入
選
作
と
作
文
の
受
賞
者
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地域自治センターだより
［編集］上田市真田地域自治センター  地域振興課　〒386-2292 上田市真田町長7178-1　　

　　　有線2015　TEL0268-72-2200（代表）   FAX0268-72-4140

S A N A D A

上田市はISO14001を導入し環境配慮活動を推進しています。　カーテンや太陽光を利用して、ウォームビズ、動きやすくて暖かい服を着て省エネしましょう。

さなだ

 1月 28日 さなだみんなの生活展
   （真田地域消費生活展）
  29日 幸村街道会の豆まき
   【わがまち魅力アップ応援事業】

 2月 8日 戸沢地区馬引き
  18日 シリーズ文化講演会（真田中央公民館）
  26日 真田地域小学生ドッジボール大会
   （さなだスポーツクラブ）
  25日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （ジャンプ競技）
  26日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （クロスカントリー総合スプリント競技）
   （真田地域教育事務所）
 3月 4日 分館対抗卓球大会（真田中央公民館）
  4日 2012菅平高原スノーボールバトル＆戦国雪合戦
   【新生上田市５周年記念事業・わがまち魅力アップ応援事業】

  11日 菅平シュナイダー記念スキー大会
   （一般大回転競技）

●環境・食生活・健康などについて研究・
　学習した内容のパネル展示
●省エネ講座、環境クイズ、体験ゲーム
●フリーマーケット
●ステージ発表
●ポップコーン・コーヒー無料配布
●来場者に悪質商法防止啓発用商品
　プレゼント
●アンケート回答者への景品　等々

　園庭が真っ白に雪で覆われた12月１日、すがだいら保育園で
「もちつき」が行われました。集まった園児たちの声援を受けな
がら、4・5歳児が一人ずつ交代で重い杵を持ち上げて臼の中を
良く見て振り下ろします。ついたおもちで園内へ飾る大きな鏡もち
を作り、給食の時間にみんなで出来たてのおもちを楽しみました。

真田地域の

イベント＆

スポーツ
大会等

第28回 さなだみんなの生活展の開催

みんなでもちつき

「スノーボールバトル」は競技としての雪
合戦を、「戦国雪合戦」は思い思いの装
束などで仮装して雪合戦を楽しみます。
開催日▶2012年３月４日（日）
会　場▶菅平高原国際リゾートセンター前
　　　　グラウンド特設会場
詳しくはHPをご覧ください。
http://sugadaira.info/yukigasen07/

新生上田市５周年記念事業　長野県雪合戦協会公認

2012菅平高原スノーボールバトル＆
戦国雪合戦開催

※いずれもICチップの保証料1,000円が必要です。
 （ICチップ回収機で返金します。）
※毎月第３日曜日（2/19・3/18）はスキー子供の日として 
　小学生以下リフト料金無料！
情報は、http://sugadaira.com/event.html

雄大な菅平スキー場へ
お得な市民優待券を
御用意しています。
（免許証など上田市民の証明に
 なる物をお持ちください。）

だ よ り公民館

シリーズ 文化講演会
真田会場 

第53回 真田総合文化祭
     新生上田市５周年記念 寄席落語

真田運動公園ランニングコース
改修工事が完了

個人市県民税等の申告受付について

　３回シリーズで開催する講演会の今回のテーマは
「絆」です。第１回目の講演会は、真田町文化協会
の皆さんが中心となり真田会場で開催します。
　
開催日時：２月18日（土）
　　　　　午後1時30分～午後3時15分（開場午後１時）
場　所：真田中央公民館ホール
講　師：増岡　弘氏（声優・俳優）
テーマ：「“自然派”陽だまり人生のススメ」

問 市民生活課　有線2046　℡72-0154

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655

問 真田地域教育事務所　有線2097　℡72-2655 問 市民生活課　有線2041　℡72-0154

テーマ／こどもたちと　のこそう　ふるさと　真田の自然

〔開催日時〕1月28日㈯ 　午前10時～午後2時30分
〔場　　所〕真田中央公民館 

入場無料
定員400名

一日券通常  上田市民
大人（高校生以上）
 4,300円 → 3,300円
中学生
 3,300円 → 2,000円
小人（小学生以下）
 2,500円 → 2,000円
３歳以下のお子様は無料
シーズン券通常  上田市民
 60,000円 → 30,000円
シーズン券ハーフ割（2/1～）
 30,000円 → 15,000円

問 菅平高原観光協会　℡74-2003問 菅平高原観光協会　℡74-2003 写真は昨年の様子

12月10日オープンイベントの裏太郎ゲレンデ

マイバッグ・マイカップを
御持参ください。

入場
無料

　平成24年度個人市県民税等の申告受付を次の会場で行い
ます。詳細は２月１日配布の手引・日程表をご覧ください。
●２月16日㈭　JA菅平店 ●２月17日㈮　JA長店
●２月20日㈪　JA傍陽店 ●２月21日㈫　JA傍陽店
●２月22日～３月15日までの平日　真田地域自治センター
（自治会の指定日はありません。期間中のどの会場でも申告できます。）

　ランニングコース改修工事中は、ご不便とご迷惑をお
掛けいたしましたが、この度、工事が完了し、体にやさ
しい弾力性のあるコースに生まれ変わりました。この機
会に、運動不足の解消にウォーキングをはじめません
か。皆様の御利用をお待ちしております。

国民的アニメ「サザエさん」のマスオさん役や
「それいけ！アンパンマン」のジャムおじさん役で
おなじみの増岡弘氏を迎えて

　11月３日から11月６日まで、真田
町文化協会（佐藤和雄会長）主催の
真田総合文化祭が開催されました。
　展示発表会場の真田体育館に
は、木彫、絵画、書道、陶芸、写
真、生け花、押し花、盆栽、木版
画などの作品が会場いっぱいに展
示され、真田中央公民館では菊の
展示と日曜日には裏千家茶道教室
の敬和会の皆さんによる茶席が設
けられ、訪れた人が楽しみました。
　５日には新生上田市5周年記念

として三笑亭夢之助さんらによる寄席落語が行われ、開場前から
集まった大勢の皆さんは、俗曲師による唄と踊りと、落語家によ
る話芸の伝統芸能を堪能しました。
　真田中央公民館大ホール
で６日に行われた舞台発表
祭では、器楽部門の演奏、
大正琴や声楽部門では合
唱、合奏、そのほか舞踊、
吟詠など日ごろの練習の成
果が披露され、たくさんの
拍手が会場に響きました。

【わがまち魅力アップ応援事業】


